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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月28日(2010.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フラッシュ蒸留のための微孔質膜であって、
　少なくとも３つの膜材料の領域を含み、
　前記少なくとも３つの膜材料の領域は、
　　多孔質膜の第１領域と、
　　前記多孔質膜の第１領域に隣接しかつ前記多孔質膜の第１領域よりも低密度である多
孔質膜の第２領域と、
　　前記多孔質膜の第２領域に隣接しかつ前記多孔質膜の第２領域よりも高密度である多
孔質膜の第３領域とを含むことを特徴とする微孔質膜。
【請求項２】
　前記微孔質膜は微小繊維によって相互に連結されている結合点によって特徴付けられた
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高分子フィルムを含むことを特徴とする請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項３】
　前記第１領域と前記第３領域とが０.０２～１.０μｍの平均細孔径であることを特徴と
する請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項４】
　前記第１領域と前記第３領域とが７０～９７％の平均空隙率であることを特徴とする請
求項１に記載の微孔質膜。
【請求項５】
　前記第２領域が８０～９７％の平均空隙率であることを特徴とする請求項１に記載の微
孔質膜。
【請求項６】
　各領域の厚さが０.００１～０.００４インチであることを特徴とする請求項１に記載の
微孔質膜。
【請求項７】
　前記微孔質膜が０.００１～０.０１インチの厚さであることを特徴とする請求項１に記
載の微孔質膜。
【請求項８】
　各領域は、金属繊維、ホウケイ酸ガラス繊維、高分子およびその組み合わせからなるグ
ループから選択された材料を含むことを特徴とする請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項９】
　各領域は、ポリエステル、ポリプロピレン、ポリカーボネート、ポリ炭化フッ素、およ
びそれの組み合わせからなるグループから選択された発泡高分子材料を含むことを特徴と
する請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項１０】
　前記微孔質は、膜更に親水性処理を含むことを特徴とする請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項１１】
　前記微孔質膜は、螺旋重ねの発泡ポリテトラフルオロエチレンによって管状形状に形成
されていることを特徴とする請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項１２】
　前記微孔質膜は、マンドリル上に延ばされた膜を回転させて管状形状にし、その後で焼
結されることを特徴とする請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項１３】
　前記微孔質膜は、加圧下で前記微孔質膜に熱を加えることによって熱安定化されること
を特徴とする請求項１に記載の微孔質膜。
【請求項１４】
　熱い塩水の供給部と、
　前記熱い塩水が急激に水蒸気となる微孔質膜の第１領域と、
　前記微孔質膜の第１領域よりも低密度でありかつ前記微孔質膜の第１領域からの前記水
蒸気が膨張する微孔質膜の支持体の第２領域と、
　前記微孔質膜の支持体の第２領域よりも高密度である微孔質膜の第３領域と、
　前記微孔質膜の第３領域からの水蒸気を純水として集める凝縮器とを有し、
　前記微孔質膜の支持体の第２領域からの前記膨張した水蒸気が前記微孔質膜の第３領域
を通って流れ、前記微孔質膜の第３領域内で流れるための抵抗が前記微孔質膜の支持体の
第２領域内に背圧を引き起こし、前記背圧が前記微孔質膜の第１領域から前記微孔質膜の
支持体の第２領域内を通過する海水による損傷を防ぐことを特徴とする淡水化のためのシ
ステム。
【請求項１５】
　各微孔質膜の領域は、微小繊維によって相互に連結されている結合点によって特徴付け
られることを特徴とする請求項１４に記載の淡水化のためのシステム。
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